
厚生労働省社会・援護局（援護関係） 

※裏面に続く 

令和２年度援護関係予算概算要求の主要事項 
 

【元年度予算】      【２年度要求】 

援護関係予算総額  ２２，１２２百万円  → ２２，８７３百万円 

 

１ 援護年金              ７，２５１百万円 →  ６，３６２百万円 

（受給人員 ４，２０１人 → ３，５００人） 

  

２ 戦没者等の遺族に対する特別弔慰金の支給  ５３７百万円 → １，２２８百万円 

   支給事務経費の増（支給対象件数 約８５万人） 

 

３ 遺骨収集事業等の推進         ２，３６１百万円 → ２，９６９百万円 

（１）硫黄島遺骨収集事業            １，３５９百万円 → １，３６４百万円 

・滑走路地区の面的調査等 

（２）南方・旧ソ連地域遺骨収集事業          ７５５百万円 → １，０４７百万円 

ア 現地調査及び埋葬地調査            ３２６百万円 →    ５００百万円 

 ・派遣班数増加に伴う増 

イ 遺骨収集                   ３０２百万円 →     ４１７百万円 

 ・派遣体制の強化に伴う増 

ウ 法人運営経費                 １２７百万円 →    １３０百万円 

（３）海外公文書館の資料収集              ２３百万円 →     １７百万円 

（４）遺骨の鑑定                  １９１百万円 →    ５０７百万円 

ア 鑑定実施体制の充実               １８３百万円 →    ３４０百万円 

 （ア）ＤＮＡ鑑定に係る体制の充実            １４８百万円 →   ２４０百万円 

     新 戦没者遺骨専用のＤＮＡ鑑定機器の導入 

     ・ＤＮＡ鑑定料の引き上げ 

 （イ）形質人類学的鑑定に係る体制の充実         ３５百万円 →   ９９百万円 

新 令和２年度からは、遺骨鑑定人を、遺骨収集に加え現地調査及び埋葬地調査にも派遣 

 イ 戦没者遺骨に関する研究の推進             ８百万円 →   １６８百万円 

   新 次世代シークエンサによるＳＮＰ分析に係る研究委託 

新 形質人類学的鑑定に係る研究委託 

   ・安定同位体比分析に係る研究委託 

（５）遺骨・遺留品の伝達                ３３百万円 →  ３４百万円 



 

 

４ 戦没者慰霊事業等               ５８６百万円 → ５９５百万円 

（１）全国戦没者追悼式挙行経費            １５１百万円 → １６２百万円 

     国費負担参列遺族の増員（各都道府県 55 名→60 名） 

（２）慰霊巡拝等                   ４３５百万円 → ４３３百万円 

ア 慰霊巡拝                    １００百万円 →  ９８百万円 

イ 政府建立慰霊碑の補修等              ５４百万円 →  ５４百万円 

ウ 海外・国内民間慰霊碑の管理            ２２百万円 →  ２２百万円 

（ア）海外民間建立慰霊碑              １０百万円 →  １０百万円 

（イ）国内民間建立慰霊碑              １２百万円 →  １２百万円 

エ 慰霊友好親善事業                ２５９百万円 → ２５９百万円 

 

５ 昭和館・しょうけい館事業           ６６４百万円 → ７９３百万円 

（１）昭和館                     ４８０百万円 → ６１１百万円 

ア 昭和館の運営に係る経費             ４８０百万円 → ５０１百万円 

イ 新 昭和館設備の特別修繕に係る経費             ０百万円 → １１１百万円 

（２）しょうけい館                  １８４百万円 → １８１百万円 

 

 

６ 中国残留邦人等の援護等      １０，４２２百万円 → １０，６３２百万円 

（１）中国残留邦人等に対する支援等    １０，２５１百万円 → １０，４５６百万円 

ア 支援給付の実施等          １０，２１７百万円 → １０，４１８百万円 

イ 中国残留邦人等の介護に係る環境整備     ３４百万円 →     ３９百万円 

（２）抑留者関係資料の取得及び特定作業関係      １２２百万円 → １１０百万円 

（３）戦没者等援護関係資料の移管・整備         ４８百万円 →  ６５百万円 

 

 

※ 百万円単位で四捨五入しているため、各欄の増減が一致しない場合がある。 


